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 №８１ 

 和歌山県精神保健福祉センター  ２０１９年１１月 

 

一般社団法人メンタルウェルビーイングパートナーズ 
理事長 原見美帆  

一般社団法人メンタルウェルビーイングパートナーズ（MEWS
ミューズ

）のご紹介                          

 

メンタルウェルビーイングパートナーズ（MEWS）は、精神障害者の「自己実

現を図る自由と幸福追求の尊重」、「自己実現を制限している環境の改善」、「メン

タルウェルビーイングの促進」を活動目的として、昨年 10 月に設立しました。

メンタルウェルビーイングとは WHO（世界保健機関）が提唱する概念の 1 つで、

「精神的に満たされた状態」のことです。当事者の方々が精神疾患からの回復を

図りつつ、精神的に満たされた状態も促進していくことができるようサポートで

きれば…という願いを込めて名付けました。法人メンバーは、大学精神医学講座の教授や、地域活動支

援センターや精神科病院、行政や社会福祉法人の精神保健福祉士等で、和歌山県だけではなく、島根県

や大阪府等、様々な地域で活躍している素敵なメンバーです。この 1 年間の歩みを支え、見守ってきて

くださった皆様に心より感謝申し上げます。 

さて、当事者の方々には、精神症状による生活のしづらさだけではなく、偏見やスティグマ（汚名）

による生活のしづらさも存在しています。一般住民だけではなく支援者や当事者も、時にそのスティグ

マの影響を受けてしまうことは、様々な調査結果からも明らかになっています。MEWS では「5 年後、

和歌山県内の精神障害者が必要な時に必要な支援を受けやすくなる」を重要目標達成指標として掲げて

おり、まずは、支援者を対象にした精神障害の偏見やスティグマ（汚名）を低減する研修会を県内各地

で開催しています。研修では、精神障害やスティグマに関する知見やピアサポーター（自身も精神障害

と向き合いながら同じ仲間の回復をサポートする方々）によるリカバリーストーリー（回復の体験談）、

ピアサポーターから支援者へのリクエスト等をお伝えしており、意見交換しながらエンパワメントでき

る研修会になるよう取り組んでいます。 

研修で協働していただいているピアサポーターの方々は、地域移行支援を目的に精神科医療機関で開

催される茶話会や、普及啓発研修会等で大活躍されており、ご存知の方も少なくないと思います。ステ

ィグマという社会的難題と向き合い、より良い支援を具現化するために法人設立時から協働してくださ

っていますが、視点や、わかりやすい表現の仕方、人と向き合う姿勢等、私たち MEWS メンバーも省み

ながら学ばせていただいており、大変感謝しています。 

MEWS は今後も対象を拡大しながら精神障害のスティグマを低減する研修会を継続してまいります。

さらに、支援情報のアクセシビリティ（情報の取得しやすさ）の向上や分野を越えたネットワークの構

築も図り、県内の精神障害者が必要な時に必要な支援を受けることができるよう誠実に取り組んでまい

りますので、ご理解ご協力のほど、何卒よろしくお願いいたします。 

＊MEWSの Facebook http://www.facebook.com/mentalwellbeingpartners./ 

 

 
        P1  「一般社団法人メンタルウェルビーイングパートナーズ（MEWS）のご紹介」  

       P2,3 シリーズセンター長だより㊵／和歌山メンタルヘルスニュース（開催報告・開催案内） 
       P4,5 わかやまこころのフェスタ 2019／グループ活動紹介・協会長表彰 

「ほっとする 笑顔つながる こころの絵」表彰 
       P6,7 ｢ほっとする 笑顔つながる こころの絵」入賞作品 
       P8  はーとふるネットワーク／編集後記 

 

和歌山県精神保健福祉センター    

                     〒640-8319 和歌山市手平二丁目１番２号 県民交流プラザ“和歌山ビッグ愛”２階  

（０７３）４３５－５１９４  ＦＡＸ（０７３）４３５－５１９３  

も く じ 



-2- 

 

 

                   和歌山県精神保健福祉センター所長 小野 善郎 

 

 手強い高校生 

 

 不安定でデリケートな思春期を生きている高校生に、心の健康や精神疾患の予防について正しい知識と対処

法を伝えることはとても重要です。若年者の自殺が増加傾向にあることに対して、自殺対策予防法第 17 条は

児童生徒の心の健康の保持に係る教育又は啓発の推進を求め、いわゆる「SOS の出し方に関する教育」が試

みられ始めています。また、来年度から実施される高等学校学習指導要領では保健の授業として「精神疾患の

予防と回復」が入り、高校の授業で精神疾患が取り上げられようとしています。 

 とはいえ、今まさに心が揺れ動き、心の健康のリスクの高い高校生に精神保健をどのように教えるのかはと

ても難しい問題です。悩みや不安をため込んでいる高校生は、ともすれば精神保健の「当事者」であり、理科

や社会のような授業とは異なり、直接わが身に降りかかってくる可能性もあるので、授業には臨床的なセンス

も求められ、私たち精神保健の専門家も積極的に協力していく必要があると思います。そうなると思春期を専

門と自認する児童精神科医としては居ても立ってもいられま

せん。 

 さっそく日頃からお世話になっている北海道の北星余市高

校にお願いして、9 月 30日に精神保健についての授業をして

みました。正規の保健の授業としてお話するので、事前に綿密

な授業計画を立てて臨みましたが、当日は 1 年生 2 クラス合

同で 70名の生徒を相手にしたこともあり、正直言って「歯が

立たない」という経験でした。もちろん、私自身の教授スキル

の不足が最大の原因ですが、さまざまな生徒が入り混じる集団

に一斉授業として精神保健を伝えることの限界もあるように

思いました。高校生手強し―さらに修業を積んで出直します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひきこもり従事者研修 開催報告】 

 

令和元年１０月２９日（火）に伊都振興局、１１

月８日（金）に御坊保健所において、ひきこもり者

支援従事者研修を開催しました。若者サポートステ

ーション With You 南紀の訪問支援員である南芳樹

氏が、「ひきこもり者に対する訪問支援の実際」とい

う演題で、ひきこもり者の特徴や訪問支援の際に留

意していること、実際の訪問支援の様子などについ

て話しました。参加者は伊都振興局１９名、御坊保

健所２０名でした。 

 

 

 

 

 

 

【アルコール健康障害県民向け講演会第 1 回】 

令和元年 10 月 2６日（土）岩出市民総合体育館

の小ホールで、講演会を開催しました。講演会では、

岩出こころの診療所院長の眞城耕志先生から「アル

コールとのつきあい方」と題して、お酒との正しい

つきあい方についての講演がありました。その後、

断酒会と、ＡＡの方の体験談や、「ボクのことわすれ

ちゃったの？」（紀北弁バージョン）の朗読、県立こ

ころの医療センターにおけるアルコール依存症回復

支援プログラムについて説明がありました。 

参加者は２５名

でした。 

 

 

 

 

 

和歌山メンタルヘルスニュース 

開催報告 
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【自死遺族支援関連研修 講演会＆コンサート】 

第８回 うめの花クリスマス交流会の開催 

 

開催日 令和元年 12月 14 日（土） 

    12:30～14:40（※16:00） 

場 所 精神保健福祉センター プレイルーム 

対 象 どなたでもご参加いただけます 

定 員 ３0 名・入場無料（申込先着順） 

     

 

 

開催案内 

■12:30～14:00 講演会 

テーマ  

「性同一性障害を乗り越え住職に」 

 性善寺住職 柴谷 宗叔 師 

■14:10～14:40 

Christmasヴァイオリンコンサート 

■14:50～16:00※ 

交流会（自死遺族限定） 

【精神障害者の社会復帰支援について】 

 

開催日 令和元年 12月 16 日（月） 

    13:30～16:00 

場 所 西牟婁総合庁舎  4 階大会議室 

対 象 どなたでもご参加いただけます 

定 員 ６0 名・入場無料（申込先着順） 

     

 

 

■13:35～14:35 講演 

「精神障害者の社会復帰支援について」 

～障害(バリア)を無くすためにピアサポーター

と協議する新たなステップ～ 

 一般社団法人メンタルウェルビーイングパート

ナーズ（MEWS） 理事長 原見美帆氏 

●リカバリーストーリー(体験談) 

ピアサポーター２名 

■14:35～14:50 

「ピアサポーターの活動について」 

MEWS 専務理事 中野千世氏 

■15:10～16:00 質疑応答・意見交換 

【アルコール健康障害向け講演会第２回】 

 

開催日 令和２年 2月 1日（土） 

    13:30～16:00 

場 所 西牟婁総合庁舎  4 階大会議室 

対 象 どなたでもご参加いただけます 

定 員 ６0 名・入場無料（申込先着順） 

     

 

 

■13:40～14:50 講演 

 「お酒の飲み方大丈夫ですか？  

   ～アルコール依存症を予防するために～」 

県立こころの医療センター 院長 森田佳寬先生 

■15:00～15:20 

アルコール依存症の自助グループから体験談 

 ■15:20～15:40 朗読 

 ■県立こころの医療センターの取組 

 

【ひきこもりの講演会】 

 

開催日 令和２年 2月 1７日（月） 

    13:30～15:00（※16:00） 

場 所 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 

    1階 大ホール 

対 象 どなたでもご参加いただけます 

定 員 ２０0名・入場無料（申込先着順） 

     

 

 

■講演 13:30～15:00 

ひきこもりを理解する 

－ひきこもり経験者として伝えたいこと－ 

講師林 恭子氏 

一般社団法人 UX 会議 代表理事 

■交流会 15:10～16:00 

（2 階精神保健福祉センタープレイルーム） 

※ひきこもり当事者女性限定 



センターのブース 

 

こころのフェスタ  

２０１９     

  

               

 

■グループ活動紹介                                                                                                                                                                                                                

地域活動支援センター櫻から、「アボロッサム」 

が参加してくれました。 

西アフリカの伝統的な太鼓「ジャンベ」を鳴り響 

かせながら、迫力のある演奏で、会場を盛り上げ、 

観客を楽しませてくれました。 

 

 

 

 

■令和元年度和歌山県精神保健福祉協会長表彰式 

永年、精神保健福祉業務に従事し功績が著名な方と、精神保健福祉の普及啓発や、精神障害者の社会復帰

に功績があった方々が、和歌山県精神保健福祉協会から表彰されました。 
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永年勤続功労表彰  

植村 浩之 様 医療法人田村病院 

山本初太郎 様 県立こころの医療センター  

特別功労表彰 

長尾 正子 様  社会福祉法人有田つくし福祉会   

有田地域生活支援センター 

中津 貴代 様  NPO 法人優友会 

        就労継続支援 B 型事業所 

         

ステージイベント 

 令和元年 11 月 2３日（土）和歌山ビッグ

ホエールで、こころのフェスタ 201９を開

催しました。精神保健福祉センターのブー

スでは、自助グループの案内や「ほっとす

る笑顔つながるこころの絵」入賞作品の展

示などを行いました 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1542953019/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWktbGlicmFyeS5jb20vc296YWkvODUxNQ--/RS=^ADBCkXz8x_UDDicQLAsJFSKapPGaEM-;_ylt=A2RinFa7RvZb41oA1hCU3uV7


■令和元年度「ほっとする笑顔つながるこころの絵」表彰式 

   和歌山県精神保健福祉協会では、絵をとおして改めてこころの健康に考える機会にしていただきたいと

「ほっとする 笑顔つながる こころの絵」を県民の皆さんから募集しました。 

           

             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■わかやまこころのフェスタ 2019 講演会 

11 月 23日（土）、和歌山ビッグホエール（軽運動場）で、エッセイストの斎藤由香さんの講演会 

「マンボウ家族のてんやわんや－こころの健康－」を開催しました。 

日本人の一生で、うつ病にかかる率（生涯有病率）は、6.5％であり、15人に一人はうつ病にかか 

る可能性があるといわれるほど心の病が深刻化しています。斎藤さんは、どくとるマンボウでおなじみ 

の作家、北杜夫氏の長女です。北杜夫氏が躁鬱病を発症した昭和 40 年代は、うつ病はあまり知られて          

いなかったようです。       

斎藤さんにとって「お父さんは、『面白いことをやらかす変なお父さん』で、躁病になると家がにぎ 

やかになって楽しかったのですが、母は大変だったと思います。」と語っておられました。 

心の病気を本人、家族とともにありのまま受け入れることが生きづらさを軽くし、元気で健康に生きる 

コツであると、家族のエピソードを交えながら明るく語っていただきました。 

 また、講演の中で、楽しそうに歌う北杜夫氏の秘蔵映像も上演され、好評でした。 

講演会には２０１人の参加がありました。 
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優秀賞  

坂本 美織  様 田辺市立中辺路中学校 

優秀賞 

福原 智美  様 絵画教室ほっとチョコレート 

嶋 泰源   様 鷺森幼稚園 

入選  

植本ゆきな 様 和歌山県立和歌山高等学校 

丈六 萌寧  様 絵画教室ほっとチョコレート 

  西嶋 大満 様 田辺市立田辺東部小学校 

植 愛衣好 様 橋本市立隅田小学校 

木村 俊介 様 近畿大学附属和歌山中学校 

 



 

 

 

 

 

１３９名の方から素敵な作品をご応募頂きありがとうございました。入賞された８作品をご紹介します。 
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優秀賞「キリンと仲間」 

福原 智美 様 

絵画教室ほっとチョコレート 35 歳    

優秀賞「家族でにらめっこ」 

嶋 泰源 様 

鷺森幼稚園年長 6歳 

最優秀賞 「小さな探究心」 

坂本 美織 様 

田辺市立中辺路中学校 3 年 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1574147193/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wdWJsaWNkb21haW5xLm5ldC9nZXJiZXJhLWZsb3dlci1ib3VxdWV0LTAwMzM4NDYv/RS=^ADBIO4d2MEyBnuyCXO0IrPEMPMl2bc-;_ylt=A2RCAw34QtJd2yQA6RCU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1574150719/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9saW5lYmxvZy5tZS9pbGx1c3Rib3gvYXJjaGl2ZXMvMTYxMTkwNi5odG1s/RS=^ADBZdvgbSGvv5pu90QczY0lZLwOZac-;_ylt=A2RCMY6_UNJdfR0AIQaU3uV7


 

 

 

   

    

                               

                            

 

                      

                        

 

   

 

 

 

 

 

                             

                                

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  精神保健福祉センターに展示しています。 

ホームページでは、カラーで見ていただくことができます。  

   https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/040400/050301/050301/index1.html#siryoul 
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入選「トラとライオン」 

丈六 萌寧 様 

和歌山県立紀北支援中学校 1 年 

（絵画教室ほっとチョコレート） 

 

入選 

「晴れやかな笑顔」 

植本ゆきな 様 

和歌山県立和歌山高等学校 3年 

入選「おくりもの」 

木村 俊介 様 

近畿大学附属和歌山中学校 ２年 

入選｢おいしいスイカ｣ 

植 愛衣好 様 

橋本市立隅田小学校 1 年 

入選「なわとび公園」 

西嶋 大満 様 

田辺市立田辺東部小学校 2 年 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1574149947/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDEzLzAzL2Jsb2ctcG9zdF84NTY5Lmh0bWw-/RS=^ADBLJ4bW0h9IYPexGUHntQRPmx1Lzg-;_ylt=A2RiomK6TdJdMmAAMA.U3uV7


精神保健福祉の第一線で働く関係スタッフの紹介コーナーです。 

今回は、医療法人芳純会潮岬病院 精神保健福祉士 大藤善史 さんです。 

 

はーとふるネットワーク 

今回は同－法人内で働いている還暦精神保健 

福祉士長島さんの「他己紹介」で進めていきます。。  

新宮市出身の詩人佐藤春夫、望郷五月歌「ごがつ

か」の一節   「空青し 山青し 海青し」 

を絵に描いたような大藤くんを紹介します。  

 大藤くんは京都の出身です。学生時代はバドミン

トン部のキャプテンとして活躍し、大学では、心理

学を学びました。就職氷河期の時代でしたが、心理

学を活かせるような職業を探しているときに、精神

保健福祉士「国家資格」を知り、目指したいと思っ

たとのことです。 

 彼は約 7年前に潮岬病院に就職、新卒でデイケア、

今春から病院勤務になりました。デイケアでは、精

神保健福祉士の役割を示そうと随分奔走しました。

今では、三つの病棟（全病棟）及び外来を一人で担

当しています。毎日が多忙で、気がついたら帰りの

職員駐車場は、ぽつんと彼の車だけという日はざら

にあります。 

 
 「彼の人柄」をデイケアのメンバーさんにインタビ
ューしました。 
「一見気が弱そうなところはあるが、面談しても

らうと、ぶれない芯の強さを感じます。」「６年間、
１回も自炊の経験がない。どうして体調管理してい
るのか心配になります。」（ちなみに彼の体重は  
１００ｋｇです。）またある人は、「優し過ぎる。自
分をもっと強くだせると、きっといい精神保健福祉
士になれると思います。」 

 メンバーさんの眼光はなかなか鋭いです。 
 
 「となりのトトロ」のような愛嬌のある風貌で、ハ
イトーンボイスのキイから繰り出されるエピソードを
関係スタッフから聞きました。 
彼が学生の頃、自宅に勧誘の電話があり、自分の

母親と間違われ、２時間近くも被害に遭ったとのこ
とです(笑)。 

  

地域からの評価 

一緒にケースを担当した相談支援専門員からは、

「医師に相談できないことを仲介してもらい非常に

助かった。」「彼が病院の窓口を担当してくれている 

本人にも自分のことをＰＲし
てもらいました。 
 「大してＰＲできることも

ないのですが」とまずは謙遜。

「話しやすい、親しみやすいと誰もが思ってくれる

ような精神保健福祉士を目指しています。異なる立

場の人々を共感すること。また、それを専門職とし

てネットワーク化することができればいいと思いま

す。」また、「潮岬病院で先駆的に取り組んでいる、

声を使った全身運動「スポーツボイス」の実践も、

精神保健福祉士として社会貢献に結びつけることが

できるように、これからも色々な経験・知識を身に

つけ、日々、成長していきたいです。」 

 
長島さんから、職場の先輩大藤くんへのメッセージ。 
 アメリカのＡＡを創設したボブとビルは、たった
二人から自助グループを立ち上げました。うちの法
人も、今、精神保健福祉士は二人です。地域にも精
神保健福祉士は数名いるだけです。大藤くんは、本
州最南端の精神保健福祉士として、活躍をしていま
す。 

 君の特徴を挙げるとしたら１真面目 ２我慢強い 

３癒されるの３つです。 

僕は、この仕事をする上で一番大切な資質は、「能力」

ではなく「真面目」であることだと思っています。 

 精神保健福祉士としての仕事は、今まさに緒に就

いたばかりの大藤君が、これからどれだけ人脈をつ

くり、地域貢献できるか、できる限り君をバックア

ップしていきます。一緒に頑張りましょう 

 (*´∀｀*)  

                       

 次の人を紹介します。 

和歌山県精神保健福祉センターの蓬原さんを紹介

します。「いつも冷静沈着で、何事にも前向きな姿勢

に、後輩として見習わなければいけないと思ってい

ます。」「医療機関と行政機関と立場は、異なります

が、これからも連携させて下さい。」とのことです。

それでは、よろしくお願いします。 

 

ので地域との垣根がとても低くなった。」と好評価で

す。 

 

 

 

 編集後記 

今年も全国で度重なる台風被害、心よりお見舞い申し上げます。和歌山県内からも支援やボランティアに行かれている方が多

くいらっしゃるかと存じます（おつかれさまです）。 

もとどおりの生活や復興となるとかなりの時間を要することが予想されます。今でも通勤の途中で、昨年、和歌山県内を襲っ

た台風による被害の爪痕の「ブルーシートの屋根」を見かけます。 

「災害は忘れる前にやってくる」の近年、行政が出しているハザードマップをチェックするなど、日頃からの心がけも大切で

すね。 
-８- 
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